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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象画像から空間周波数応答の劣化を回復するための鮮鋭性回復量を生成する生成手段
と、
　前記鮮鋭性回復量に基づいて、前記対象画像に線幅補正処理を施す線幅補正手段と
　を備え、
　前記線幅補正手段は、前記対象画像の隣接画素間において、前記鮮鋭性回復量の符号が
反転する場合に、前記鮮鋭性回復量の絶対値の大きな画素の符号に従って、線幅を補正す
ることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記線幅補正手段は、
　前記鮮鋭性回復量の符号が正の画素の絶対値が、負の画素の絶対値よりも大きい場合に
、前記負の画素に位置する画素に所定の補正量を加算し、
　前記鮮鋭性回復量の符号が正の画素の絶対値が、負の画素の絶対値よりも小さい場合に
、前記正の画素に位置する画素に所定の補正量を加算することで線幅を補正することを特
徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記線幅補正手段は、前記対象画像の隣接画素間における鮮鋭性回復量の合計値に基づ
いて、前記所定の補正量を算出することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
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　前記対象画像から、ハーフトーン画像及び各画素の露光位置を寄せることを指定する露
光位置情報を生成する中間調処理手段をさらに備え、
　前記線幅補正手段は、前記対象画像の隣接画素間において、前記鮮鋭性回復量の符号が
反転する場合であって、かつ、前記隣接画素と同位置にあるハーフトーン画像の２つの画
素のうちの少なくとも１つの画素が露光画素である場合に、隣接画素の点灯画素と連結す
るよう露光位置情報を補正することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の
画像処理装置。
【請求項５】
　前記生成手段が生成した鮮鋭性回復量に対して、前記鮮鋭性回復量の符号が負の画素の
鮮鋭性回復量の絶対値と前記鮮鋭性回復量の符号が正の画素の鮮鋭性回復量の絶対値が同
じ場合に、前記鮮鋭性回復量の符号が負の画素の鮮鋭性回復量の絶対値が、前記鮮鋭性回
復量の符号が正の画素の鮮鋭性回復量の絶対値よりも大きくなるように加工する加工手段
をさらに備えることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、前記空間周波数応答に応じて算出されたフィルタ係数を用いて、前記
対象画像の輝度値又はＲＧＢ値に対して畳み込み演算を実行することで、前記鮮鋭性回復
量を生成することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　コンピュータを、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段
として機能させるためのプログラム。
【請求項８】
　生成手段により、対象画像から空間周波数応答の劣化を回復するための鮮鋭性回復量を
生成する生成ステップと
　線幅補正手段により、前記鮮鋭性回復量に基づいて、前記対象画像に線幅補正処理を施
す線幅補正ステップと
　を含み、
　前記線幅補正ステップでは、前記対象画像の隣接画素間において、前記鮮鋭性回復量の
符号が反転する場合に、前記鮮鋭性回復量の絶対値の大きな画素の符号に従って、線幅を
補正することを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の画像処理装置と、
　前記画像処理装置により画像処理された画像データに係る画像を出力する画像出力手段
と
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像の鮮鋭性を向上させるための画像処理装置、画像形成装置、画像処理方
法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像データに基づいて、感光体上に光ビームを照射して静電潜像を形成し、静電
潜像に対して現像剤を付着させることで現像するレーザビームプリンタやＬＥＤプリンタ
等の電子写真方式の画像形成装置が知られている。
【０００３】
　このような画像形成装置では、光ビームの照射工程や、静電潜像の形成工程において、
画像に鈍りが生じることから、感光体上に形成される潜像電位のコントラストが低下する
。また、感光体上の潜像電位と、現像工程において現像剤として付着するトナー量との関
係は、非線形であり、加えて、潜像電位のコントラストが低下する程、その影響を受けや
すい。そのため、画像幅が狭く、潜像電位のコントラストが低下しやすい微細な画像デー
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タでは、画像形成工程において線の細りや潰れが生じ、出力画像の鮮鋭性が低下するとい
う問題がある。
【０００４】
　そこで、線の細りや潰れを抑制することを目的として、入力された画像データの線幅を
制御する線幅補正技術が開示されている（例えば、特許文献１、２）。この特許文献１、
２に開示された技術では、細線のエッジ部周辺の画像データを参照することにより画像デ
ータ上の線幅を検出し、その検出された線幅に応じた補正量でエッジ部分の階調値を変換
することで出力画像の鮮鋭性（細線再現性）を向上させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－３６９１２号公報
【特許文献２】特開２００９－１０５９４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１、２に開示された技術では、画像データにおいて線幅を検出
する処理が必要とされ、その処理負荷が大きいという課題があった。また、例えば、複雑
な形状の文字・線画等を含む入力画像に対して、それらの技術を適用したとき、処理対象
とするエッジ部や、補正量を決定するための線幅を誤って抽出する場合があり、線幅を好
適に制御できずに鮮鋭性の向上が不十分となる課題もあった。
【０００７】
　そこで、本発明では、従来の画像データにおける線幅を検出する方法に比べて、処理負
荷の少ない構成で、複雑な形状を含む入力画像に対しても好適に鮮鋭性を向上させること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、対象画像から空間周波数応答の
劣化を回復するための鮮鋭性回復量を生成する生成手段と、前記鮮鋭性回復量に基づいて
、前記対象画像に線幅補正処理を施す線幅補正手段とを備え、前記線幅補正手段は、前記
対象画像の隣接画素間において、前記鮮鋭性回復量の符号が反転する場合に、前記鮮鋭性
回復量の絶対値の大きな画素の符号に従って、線幅を補正することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、従来の画像データにおける線幅を検出する方法に比べて、処理負荷の少
ない構成で、複雑な形状を含む入力画像に対しても好適に鮮鋭性の向上させることができ
る。 
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態１に係る画像処理装置の構成を示したブロック図である。
【図２】本発明の実施形態１に係る画像処理装置における処理の手順を示す図である。
【図３】閾値マトリクスと露光位置マスクの一例を示す図である。
【図４】計測チャートの一例を示す図である。
【図５】空間周波数特性及び鮮鋭性回復フィルタの周波数特性の一例を示す図である。
【図６】本発明の実施形態１に係る画像処理装置における線幅補正処理の手順を示す図で
ある。
【図７】中間調処理後のハーフトーン画像及び露光位置情報の一例を示す図である。
【図８】鮮鋭性回復量データの一例を示す図である。
【図９】線幅補正処理の一例を示す図である。
【図１０】線幅補正処理後のハーフトーン画像及び露光位置情報の一例を示す図である。
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【図１１】本発明の実施形態３に係る画像処理装置の構成を示したブロック図である。
【図１２】鮮鋭性回復量加工ルックアップテーブルの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。なお、以下の実施形態は
、本発明を限定するものではなく、また、本実施形態で説明されている特徴の組み合わせ
の全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１２】
［第１実施形態］
（画像形成システムの構成）
　図１は、本発明の実施形態１に係る画像処理装置の構成を示したブロック図である。画
像処理装置１は、プリンタインタフェース又は回路により、画像出力手段であるプリンタ
２と接続することで、画像形成システムを構成する。なお、画像処理装置１は、例えば、
一般的なパーソナルコンピュータにインストールされたプリンタドライバ等により実現さ
れる。また、その場合、以下で説明する画像処理装置１の各部は、コンピュータが所定の
プログラムを実行することにより実現される。さらに、別の構成として、例えば、プリン
タ２が画像処理装置１を含むような構成とすることもできる。
【００１３】
　画像処理装置１は、画像入力端子１０１より印刷対象とする画像データを取得する。画
像データは、８ビットのＲ（レッド）、Ｇ（グリーン）、Ｂ（ブルー）からなるＲＧＢ画
像である。鮮鋭性回復量生成部１０２は、入力されたＲＧＢ画像データから、そのＲＧＢ
画像データに対する鮮鋭性回復量データを生成する。画像処理装置１は、鮮鋭性回復量生
成部１０２により、鮮鋭性回復フィルタ格納部１０３に格納された鮮鋭性回復フィルタの
フィルタ係数を取得し、入力画像の輝度値に対して畳み込み演算を行うことで鮮鋭性回復
量データを生成する。即ち、フィルタ処理により、鮮鋭性回復量データを生成する。
【００１４】
　なお、この鮮鋭性回復フィルタの作成方法については、後述する。また、本実施形態で
は、鮮鋭性回復フィルタとして、１１×１１のサイズのフィルタを用いる。さらに、ここ
でのフィルタ処理は、ＲＧＢ画像データの各々に適用してもよいし、ＲＧＢ画像データを
輝度信号に変換し、その変換した輝度信号に適用してもよい。上述のように、本実施形態
では、ＲＧＢ画像データを輝度信号に変換し、その変換した輝度信号から１つの鮮鋭性回
復量を生成している。これは、画質の劣化として視認されやすい輝度成分に関わる鮮鋭性
回復量を生成し、かつ、鮮鋭性回復量データを生成する過程でフィルタ処理にかかる計算
負荷を低減するためである。
【００１５】
　加えて、本実施形態では、フィルタ処理の結果を－７～＋７の画素値から成る１５階調
（即ち、４ビット内に格納される）に圧縮して出力するものとする。これは、信号のビッ
ト数を減らすためである。その他、本実施形態では、鮮鋭性回復量を画像入力端子１０１
より入力されたＲＧＢ画像データから求めているが、プリンタ２の有する色材に対応し、
かつ後述の色分解処理部１０４より出力される画像データから、鮮鋭性回復量を求めるこ
ともできる。
【００１６】
　色分解処理部１０４は、入力されたＲＧＢ画像データをプリンタ２が有する色材に対応
する画像データに変換する。ここでは、ＲＧＢ画像データをＣ（シアン）、Ｍ（マゼンタ
）、Ｙ（イエロー）、Ｋ（ブラック）の画像データに変換している。なお、ＣＭＹＫ画像
デ―タは、各画素において、０～２５５のいずれかの画素値を有する２５６階調（即ち、
８ビット）の画像データとする。
【００１７】
　中間調処理部１０５は、各々の色分解画像に対して、中間調処理を実行する。具体的に
は、色分解処理部１０４から渡される色分解後の画像データに対して、中間調処理を実行
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し、ハーフトーン画像データを生成する。
【００１８】
　なお、中間調処理には、閾値マトリクスを用いたディザ処理や誤差拡散法等、公知の中
間調処理技術が適用される。一般には、画像処理装置１に応じた中間調処理が施され、本
実施形態では、いわゆる多値ディザによる中間調処理を施すものとする。具体的には、周
期的なスクリーン構造を有する画像データに変換するディザ処理によって、２５６階調の
画像データを０～６の画素値から成る７階調（即ち、３ビット内に格納される）の画像デ
ータに変換する。
【００１９】
　また、この場合、中間調処理後のハーフトーン画像における各画素値は、露光制御信号
の強度に対応する。これは、本実施形態におけるプリンタ２が８段階の露光制御信号を出
力可能であるところ、例えば、ハーフトーン画像において画素値が「０」の画素は、露光
制御信号の強度が「０」であり、露光を行わない非露光画素であることを示す。
【００２０】
　加えて、中間調処理部１０５は、プリンタ２における露光走査の際に、露光位置を寄せ
る方向を指定する露光位置情報を生成する。ここで、電子写真方式の画像形成装置におい
ては、画質向上のため、パルス幅変調方式の書き込み信号で位相をコントロールすること
が知られている。具体的には、隣接画素の点灯画素と連結するように、各画素に対する露
光走査を隣接画素に対して寄せる（右寄せ・左寄せ等を切り替えて画素を連結する）こと
で、感光体上の静電潜像を安定化させている。
【００２１】
　露光位置情報は、各画素に対する露光走査の寄せ方向を示しており、例えば、右寄せ、
左寄せを各々０、１で示すデータ（即ち、１ビット内に格納される）として生成されるも
のとする。なお、露光位置情報の生成には、ディザのスクリーン構造に応じて予め作成し
ておいた露光位置を示すマスク（以下、露光位置マスク）に基づいて生成する等、公知の
技術を用いることができる。
【００２２】
　中間調処理部１０５は、ＣＭＹＫ各色に対する中間調処理後のハーフトーン画像データ
（３ビット）と露光位置情報（１ビット）を生成すると、線幅補正処理部１０６に送信す
る。線幅補正処理部１０６は、中間調処理部１０５から渡された中間調処理後の画像デー
タに対して、画素値（即ち、露光制御信号の強度）を補正することで線幅補正処理を実行
する。線幅補正処理部１０６は、線幅補正処理に際して、鮮鋭性回復量生成部１０２から
渡された鮮鋭性回復量データに基づいて、補正位置及び補正量を決定する。
【００２３】
　線幅補正処理部１０６は、さらに、中間調処理部１０５から渡された露光位置情報に対
して補正処理を実行する。線幅補正処理部１０６は、露光位置情報の補正処理に際して、
鮮鋭性回復量生成部１０２から渡された鮮鋭性回復量データに基づいて、露光走査の寄せ
方向を決定する。画像転送部１０７は、線幅補正処理後の画像データ及び露光位置情報を
所定のタイミングでプリンタ２に対して送出する。
【００２４】
（画像形成システムの処理フロー）
　次に、図２を用いて、本発明の実施形態に係る画像処理装置における処理の手順を説明
する。画像処理装置１は、画像入力端子１０１から入力されたＲＧＢ画像を取得する（Ｓ
２０１）。画像処理装置１は、鮮鋭性回復量生成部１０２により、鮮鋭性回復フィルタ格
納部１０３に格納された鮮鋭性回復フィルタのフィルタ係数を取得し、入力画像の輝度値
に対して畳み込み演算を実行し、鮮鋭性回復量データを生成する（Ｓ２０２）。
【００２５】
　なお、本実施形態において、鮮鋭性回復量データは、記録媒体上に形成された画像等に
おける空間周波数応答の劣化を補うための回復量であり、いわゆるエッジ検出によって得
られるエッジ量とは異なる概念である。そのため、公知のラプラシアンフィルタ等とは異
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なり、エッジ部のみならず、任意の周波数の回復量情報を取得することができる。
【００２６】
　画像処理装置１は、色分解処理部１０４により、ＲＧＢの画像データをＣＭＹＫの画像
デ―タに分解する処理を実行する（Ｓ２０３）。なお、ＣＭＹＫの各々に対応する画像デ
―タは、２５６階調を示す８ビットの画像データである。ここで、Ｋに対応する画像デー
タを例に説明すると、画素値が大きい画素ほど濃い黒で示され、画素値が「０」の画素（
白画素）は画像形成時における非露光画素として示される。
【００２７】
　画像処理装置１は、次に、中間調処理部１０５により、ＣＭＹＫの各色に対応する画像
データの各々に対しディザ法を用いた中間調処理を実行し、ハーフトーン画像を生成する
と共に、露光位置情報を生成する（Ｓ２０４）。この露光位置情報は、予め作成しておい
た露光位置マスクに基づいて各画素に対して設定される情報であり、スクリーン構造にお
いて隣接画素の点灯画素と連結させるのにどちらに寄せるべきかを示している。
【００２８】
　図３（ａ）及び（ｂ）は、閾値マトリクスとそれに対応する露光位置マスクの一例を示
す図である。ここでの閾値マトリクスは、説明の便宜上、０～７の値を有する閾値マトリ
クスとしている。露光位置マスクにおける１つのマスは１つの画素に対応しており、各マ
スには寄せ方向を示す情報（０＝右寄せ、１＝左寄せ）が入力される。そして、閾値マト
リクスに対応する露光位置マスクをコピーすることにより各画素の露光位置情報を生成す
る。
【００２９】
　画像処理装置１は、線幅補正処理部１０６により、鮮鋭性回復量生成部１０２で生成さ
れた鮮鋭性回復量データに基づいて、中間調処理部１０５から渡されたハーフトーン処理
後の画像データの線幅を補正すると共に、露光位置情報を補正する（Ｓ２０５）。ここで
、鮮鋭性回復量データにおいて、正負の符号が反転（ゼロクロス）する画素であって、鮮
鋭性回復量の絶対値（鮮鋭性劣化の度合い）がより大きな画素で、線の細りや潰れが生じ
、出力画像の鮮鋭性が低下しやすいという特性がある。そのため、本実施形態では、鮮鋭
性回復量のこのような特性を用いて、鮮鋭性を向上させる。画像処理装置１は、線幅補正
処理後の画像データ、及び露光位置情報を、画像全体、或いは単位記録領域毎のバンド幅
分等の任意のサイズで、プリンタ２に転送する（Ｓ２０６）。
【００３０】
（鮮鋭性回復フィルタの作成方法）
　次に、鮮鋭性回復フィルタの作成方法について説明する。本実施形態では、記録媒体上
に形成された画像の空間周波数応答の劣化から、鮮鋭性回復フィルタの係数を算出する。
【００３１】
　先ず、フィルタの設計対象とするプリンタ２を用いて、鮮鋭性の計測チャートを出力す
る。なお、計測チャートの出力時は、鮮鋭性回復処理を実行しない。図４は、計測チャー
トの一例であり、計測チャート４０１は、周波数や方向が異なる複数の正弦波パターンと
、均一パターン（例えば、白ベタと黒ベタ）を含む画像チャートとして示される。
【００３２】
　計測チャート４０１において、パターン４０２、４０３、４０４が横方向に周波数の異
なる正弦波パターンで、パターン４０５、４０６、４０７が縦方向に周波数の異なる正弦
波パターンである。また、パターン４０８が白ベタの均一パターン、パターン４０９が黒
ベタの均一パターンである。
【００３３】
　ここで、周波数応答値Ｐ（ｕ）は、例えば、下式を用いて算出される光学伝達関数（Ｍ
ＴＦ）を用いることができる。
　Ｐ（ｕ）　＝　Ｃ（ｕ）／Ｃ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（
１）
【００３４】
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　上式において、ｕは正弦波パターンの周波数で、Ｃ（ｕ）、Ｃ’は次式（２）、（３）
で示される。
　Ｃ（ｕ）＝｛Ｍａｘ（ｕ）－Ｍｉｎ（ｕ）｝／｛Ｍａｘ（ｕ）＋Ｍｉｎ（ｕ）｝　式（
２）
　Ｃ’＝（Ｗｈｉｔｅ－Ｂｌａｃｋ）／（Ｗｈｉｔｅ＋Ｂｌａｃｋ）　　　　　　　式（
３）
【００３５】
　上式において、Ｍａｘ（ｕ）は周波数ｕで変化する正弦波パターンの最大明度、Ｍｉｎ
（ｕ）は周波数ｕで変化する正弦波パターンの最小明度、Ｗｈｉｔｅ、Ｂｌａｃｋは各々
白ベタの均一パターンの明度、黒ベタの均一パターンの明度を示す。
【００３６】
　なお、光学伝達関数の算出方法は、上式に限定されず、例えば、下式を用いてもよい。
　Ｐ（ｕ）＝｛Ｍａｘ（ｕ）－Ｍｉｎ（ｕ）｝／（Ｗｈｉｔｅ－Ｂｌａｃｋ）　　　式（
４）
【００３７】
　また、上式（４）では、Ｍａｘ（ｕ）とＭｉｎ（ｕ）、ＷｈｉｔｅとＢｌａｃｋを明度
として周波数応答値Ｐ（ｕ）を算出しているが、例えば、輝度や濃度、測定装置のデバイ
スＲＧＢ値等を用いて算出してもよい。さらに、計測チャートとして、正弦波パターンで
はなく、矩形波パターンを用いて周波数特性Ｐ（ｕ）を取得してもよい。その場合、矩形
波パターンに対して式（１）を適用することにより算出されるコントラスト伝達関数（Ｃ
ＴＦ）の値を周波数特性Ｐ（ｕ）として用いる。或いは、ＣＴＦ値を公知のコルトマン補
正式を用いて変換したＭＴＦ値を周波数特性Ｐ（ｕ）に用いてもよい。
【００３８】
　次に、周波数特性Ｐ（ｕ）に基づいて、鮮鋭性回復フィルタの周波数特性Ｒａ（ｕ）＝
１／Ｐ（ｕ）を算出する。図５に、周波数特性Ｐ（ｕ）及び鮮鋭性回復フィルタの周波数
特性Ｒａ（ｕ）の一例を示す。図５において、縦軸は応答値（振幅）を、横軸は周波数を
示している。鮮鋭性回復フィルタの周波数特性Ｒａ（ｕ）は、周波数ｕの値が大きい高周
波領域で強い応答となる。最後に、周波数特性Ｒａ（ｕ）を逆フーリエ変換することで、
鮮鋭性回復フィルタの係数を算出する。
【００３９】
（線幅補正処理の詳細）
　以下、本発明の実施形態に係る画像処理装置の線幅補正処理を、図６を用いて詳細に説
明する。線幅補正処理部１０６は、先ず、入力画像（対象画像）を取得する（Ｓ６０１）
。なお、ここでの入力画像とは、中間調処理部１０５から渡されるハーフトーン画像と露
光位置情報である。
【００４０】
　図７に、ハーフトーン画像と露光位置情報を、その一例として示す。図７（ａ）は、ハ
ーフトーン画像データの一例で、ベタ文字「Ａ」の画像である。また、図７（ｂ）は、図
７（ａ）に対応する露光位置情報の一例である。
【００４１】
　線幅補正処理部１０６は、次に、鮮鋭性回復量をデータとして取得する（Ｓ６０２）。
鮮鋭性回復量は、鮮鋭性回復量生成部１０２から渡される鮮鋭性回復量データの各画素に
対応する値である。図８は、図７（ａ）に対応する鮮鋭性回復量データの一例である。
【００４２】
　鮮鋭性回復量データは、鮮鋭性劣化（即ち、画像形成工程における線の細りや潰れ）の
回復度合いを示している。図８に示されるように、文字画像内部のエッジ近傍で鮮鋭性回
復量が正の大きな値（エッジの濃度が薄くなり、細りやすい）、文字画像外部のエッジ近
傍で鮮鋭性回復量が負の小さな値（エッジの濃度が濃くなり、潰れやすい）となっている
。
【００４３】
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　線幅補正処理部１０６は、処理点がエッジ部であるか否かを判定する（Ｓ６０３）。鮮
鋭性回復量データでは、鮮鋭性回復量の正負の符号が反転（ゼロクロス）する画素がエッ
ジに相当するという特性があることから、鮮鋭性回復量を参照することで、複雑な形状の
画像においてもエッジの位置を特定することができる。
【００４４】
　具体的には、注目画素の鮮鋭性回復量と、注目画素と主走査方向に隣接する画素（隣接
画素間）の鮮鋭性回復量を参照し、隣接画素間の正負の符号が反転しているどうかを判定
する。さらに、同位置のハーフトーン画像データを参照し、少なくとも１画素は露光画素
（画素値が０でない画素）が存在することを判定する。本実施形態では、隣接画素間の鮮
鋭性回復量の正負の符号が反転し、かつ、ハーフトーン画像の少なくとも１画素が露光画
素である場合に、エッジ部と判定する。
【００４５】
　なお、従来手法によって、処理点がエッジ部であるか否か判定することもできる。した
がって、例えば、一次微分フィルタや二次微分フィルタを用いるエッジ検出フィルタ処理
を適用して、エッジ部を判定することもできる。また、鮮鋭性回復量データは、入力画像
の輝度値から取得されることから、ＣＭＹＫ全てのハーフトーン画像においてエッジが存
在するとは限らない。例えば、シアン成分が含まれない画像（赤色等）のエッジでは、シ
アンのハーフトーン画像にエッジは存在しない。そのため、処理対象としている色のハー
フトーン画像にエッジ（画像）が含まれるかどうかを合わせて判定する。
【００４６】
　線幅補正処理部１０６は、処理画素がエッジ部である場合（Ｓ６０３ Ｙｅｓ）、処理
をステップＳ６０４に移行させ、エッジ部における線幅補正方向を決定する。画像形成工
程において、鮮鋭性回復量の絶対値（鮮鋭性劣化の度合い）がより大きな画素に関して、
線の細りや潰れが生じやすいという特性があることから、このような特性を利用して、線
幅補正方向を決定する。また、処理画素がエッジ部でない場合（Ｓ６０３ Ｎｏ）、ステ
ップＳ６０８に処理を移行させる。
【００４７】
　ステップＳ６０４において、線幅補正処理部１０６は、隣接画素間の鮮鋭性回復量の合
計値Ｓが０より大きいか否か（即ち、正画素の絶対値が負画素の絶対値より大きいか否か
）を判定する。そして、隣接画素間の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０より大きい場合は（Ｓ
６０４ Ｙｅｓ）、ステップＳ６０５に処理を移行させ、それ以外の場合は（Ｓ６０４ Ｎ
ｏ）、ステップＳ６０６に処理を移行させる。
【００４８】
　ステップＳ６０６において、線幅補正処理部１０６は、隣接画素間の鮮鋭性回復量の合
計値Ｓが０より小さいか否か（即ち、正画素の絶対値が負画素の絶対値より小さいか否か
）を判定する。そして、隣接画素間の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０より小さい場合は（Ｓ
６０６ Ｙｅｓ）、ステップＳ６０７に処理を移行させ、それ以外の場合は（Ｓ６０７ Ｎ
ｏ）、ステップＳ６０８に処理を移行させる。
【００４９】
　線幅補正処理部１０６は、隣接画素間の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０より大きい場合は
（Ｓ６０４ Ｙｅｓ）、線幅補正処理及び露光位置情報補正処理を実行する（Ｓ６０５）
。この場合、鮮鋭性回復量の正画素の絶対値が負画素の絶対値より大きいことから、正画
素の濃度が薄くなり細りやすいため、線幅を拡大する（即ち、白抜きを縮小する）処理を
実行する。具体的には、鮮鋭性回復量の合計値Ｓに基づいて算出した補正量（正の値）を
、負画素に位置するハーフトーン画像データに加算することで線幅を拡大する。なお、こ
こでは、鮮鋭性回復量の合計値Ｓの１／２の値（即ち、鮮鋭性回復量の平均値）を補正量
として算出する。さらに、負画素に位置する露光位置情報を、正画素と連結するように補
正することで、補正値が加算された画素の感光体上の静電潜像を安定化させる。
【００５０】
　また、隣接画素間の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０より小さい場合も（Ｓ６０６ Ｙｅｓ
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）、線幅補正処理及び露光位置情報補正処理を実行する（Ｓ６０７）。この場合、鮮鋭性
回復量の正画素の絶対値が負画素の絶対値より小さいことから、負画素の濃度が濃くなり
潰れやすいため、線幅を縮小する（即ち、白抜きを拡大する）処理を実行する。具体的に
は、鮮鋭性回復量の合計値Ｓに基づいて算出した補正量（負の値）を、正画素に位置する
ハーフトーン画像データに加算することで線幅を縮小する。なお、ここでは、ステップＳ
６０５と同様に、鮮鋭性回復量の合計値Ｓの１／２の値（即ち、鮮鋭性回復量の平均値）
を補正量として算出する。さらに、正画素に位置する露光位置情報を、負画素と排斥（即
ち、非露光部が連結）するように補正することで、補正値が加算された画素の感光体上の
静電潜像を安定化させる。
【００５１】
　補足として、本実施形態では、補正量を鮮鋭性回復量の合計値Ｓに基づいて算出してい
る。これにより、鮮鋭性回復量の絶対値（即ち、鮮鋭性劣化の度合い）がより大きな画素
（即ち、より線の細りや潰れが生じやすい画素）に対して、より補正の度合いを大きくす
ることができる。
【００５２】
　ステップＳ６０８において、線幅補正処理部１０６は、ステップＳ６０１で取得した入
力画像の全処理点において、線幅補正処理が終了しているか否かを判定する（Ｓ６０８）
。そして、線幅補正処理が終了している場合（Ｓ６０８ Ｙｅｓ）、図６に示す処理を終
了し、線幅補正処理が終了していない場合（Ｓ６０８ Ｎｏ）、処理をステップＳ６０３
に返し、その後の処理を実行する。
【００５３】
　次に、図９を用いて、線幅補正処理をその一例として説明する。図９（ａ）は図８の点
線８０１で示す鮮鋭性回復量、図９（ｂ）は図７の点線７０１で示すハーフトーン画像デ
ータ、図９（ｃ）は図７の点線７０２で示す露光位置情報であり、各々副走査方向の同一
ラインのデータを示している。なお、図９では、説明の便宜上、主走査方向の各画素に画
素番号（１～１８）を付している。
【００５４】
　線幅補正処理部１０６は、処理点となる注目画素及び隣接画素を決定する。処理が開始
されると、画素番号１の画素が注目画素に決定されると、主走査方向に隣接する画素番号
２の画素が隣接画素に決定される。注目画素が画素番号１～６となる処理点では、ステッ
プＳ６０３において、鮮鋭性回復量の正負の符号が反転せず、また、ハーフトーン画像に
露光画素が存在しないため、エッジ部と判定されない。そのため、ステップＳ６０８に処
理を移行させ、次の処理点に関して、処理を実行する。
【００５５】
　注目画素が画素番号７となる処理点では、鮮鋭性回復量（注目画素－１，隣接画素４）
の正負の符号が反転し、かつ、ハーフトーン画像（注目画素０，隣接画素７）の少なくと
も１画素は露光画素であるので、エッジ部であると判定される。線幅補正処理部１０６は
、次に、ステップＳ６０４において、注目画素及び隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓ（
－１＋４＝３）が０より大きいか否かを判定する。ここでは、注目画素及び隣接画素の鮮
鋭性回復量の合計値Ｓが０よりも大きいことから、ステップＳ６０５に処理を移行させる
。
【００５６】
　線幅補正処理部１０６は、補正量として、鮮鋭性回復量の合計値３の１／２の値（四捨
五入して「２」）を算出し、鮮鋭性回復量の負画素に位置するハーフトーン画像に加算す
る。さらに、鮮鋭性回復量の負画素に位置する露光位置情報を、正画素に連結するように
右寄せ‘０’に補正する（なお、ここでは、元々右寄せであるため変わらない）。その後
、ステップＳ６０８に処理を移行させ、次の処理点に関して、処理を実行する。
【００５７】
　注目画素が画素番号８となる処理点では、鮮鋭性回復量（注目画素４，隣接画素－４）
の正負の符号が反転し、かつ、ハーフトーン画像（注目画素７，隣接画素０）の少なくと
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も１画素は露光画素であるので、エッジ部であると判定される。線幅補正処理部１０６は
、次に、ステップＳ６０４において、注目画素及び隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓ（
４＋（－４）＝０）が０より大きいか否か（Ｓ＞０）を判定する。ここでは、注目画素及
び隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０よりも大きくないことから、ステップＳ６０６
に処理を移行させる。
【００５８】
　ステップＳ６０６において、線幅補正処理部１０６は、さらに、注目画素及び隣接画素
の鮮鋭性回復量の合計値Ｓ（４＋（－４）＝０）が０より小さいか否か（Ｓ＜０）を判定
する。ここでは、注目画素及び隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０よりも小さくない
ことから、ステップＳ６０８に処理を移行させ、次の処理点に関して、処理を実行する。
【００５９】
　注目画素が画素番号９となる処理点では、鮮鋭性回復量（注目画素－４，隣接画素２）
の正負の符号が反転し、かつ、ハーフトーン画像（注目画素０，隣接画素７）の少なくと
も１画素は露光画素であるので、エッジ部であると判定される。線幅補正処理部１０６は
、次に、ステップＳ６０４において、注目画素及び隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓ（
－４＋２＝－２）が０より大きいか否か（Ｓ＞０）を判定する。ここでは、注目画素及び
隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０よりも大きくないことから、ステップＳ６０６に
処理を移行させる。
【００６０】
　ステップＳ６０６において、線幅補正処理部１０６は、さらに、注目画素及び隣接画素
の鮮鋭性回復量の合計値Ｓ（－４＋２＝－２））が０より小さいか否か（Ｓ＜０）を判定
する。ここでは、注目画素及び隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０よりも小さいこと
から、ステップＳ６０７に処理を移行させる。
【００６１】
　線幅補正処理部１０６は、補正量として、鮮鋭性回復量の合計値－２の１／２の値（－
１）を算出し、鮮鋭性回復量の正画素に位置するハーフトーン画像に加算する。さらに、
鮮鋭性回復量の負画素に位置する露光位置情報を、正画素と排斥するように右寄せ‘０’
に補正する。その後、ステップＳ６０８に処理を移行させ、次の処理点に関して、処理を
実行する。
【００６２】
　注目画素が画素番号１０となる処理点では、鮮鋭性回復量（注目画素２，隣接画素３）
の正負の符号が反転していないため、エッジ部と判定されない。そのため、ステップＳ６
０８に処理を移行させ、次の処理点に関して、処理を実行する。
【００６３】
　注目画素が画素番号１１となる処理点では、鮮鋭性回復量（注目画素３，隣接画素－２
）の正負の符号が反転し、かつ、ハーフトーン画像（注目画素７，隣接画素０）の少なく
とも１画素は露光画素であるので、エッジ部であると判定される。線幅補正処理部１０６
は、次に、ステップＳ６０４において、注目画素及び隣接画素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓ
（３＋（－２）＝１）が０より大きいか否かを判定する。ここでは、注目画素及び隣接画
素の鮮鋭性回復量の合計値Ｓが０よりも大きいため、ステップＳ６０５に処理を移行させ
る。
【００６４】
　線幅補正処理部１０６は、補正量として、鮮鋭性回復量の合計値１の１／２の値（四捨
五入して「１」）を算出し、鮮鋭性回復量の負画素に位置するハーフトーン画像に加算す
る。さらに、鮮鋭性回復量の負画素に位置する露光位置情報を、正画素に連結するように
左寄せ‘１’に補正する（なお、ここでは、元々左寄せであるため変わらない）。その後
、ステップＳ６０８に処理を移行させ、次の処理点に関して、処理を実行する。
【００６５】
　注目画素が画素番号１２～１８となる処理点では、ステップＳ６０３において、鮮鋭性
回復量の正負の符号が反転せず、また、ハーフトーン画像に露光画素が存在しないため、
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エッジ部と判定されない。そのため、ステップＳ６０８に処理を移行させ、次の処理点に
関して、処理を実行する。そして、画像終端に到達すると、未処理のラインがあるか否か
確認し、未処理のラインがあれば、次のラインに移動して同様に処理を実行する。未処理
のラインが無い場合には、一連の線幅補正処理を終了する。
【００６６】
　図１０は、図７（ａ）に示すハーフトーン画像データ及び図７（ｂ）に示す露光位置情
報に対して、線幅補正処理を施したデータである。図１０（ａ）に示すハーフトーン画像
データは、エッジ部の画素において、鮮鋭性回復量に基づいて補正されている。
【００６７】
　このように、鮮鋭性回復量の絶対値（即ち、鮮鋭性劣化の度合い）がより大きな画素（
即ち、より線の細りや潰れが生じやすい画素）に対して、補正の度合いを大きくすること
ができることから、線の細りや潰れを適切に抑制することができる。
【００６８】
　なお、本実施形態では、本発明の効果をより顕著に説明するため、ここでは、比較的エ
ッジ領域の境界がはっきりとした模式図を例として説明した。また、本発明を適用すると
、あらゆる入力画像に対して鮮鋭性回復量を連続値で取得することができるため、領域の
境界が不明瞭な中間調のエッジを含む入力画像に対しても、好適に鮮鋭性を向上させるこ
とができる。
【００６９】
　さらに、本実施形態においては、主走査方向に線幅補正処理を実行する例を示したが、
副走査方向に線幅補正処理を実行することもできる。但し、その場合には、露光走査を副
走査方向に対して寄せることができないことから、ハーフトーン画像のみ補正し、露光位
置情報の補正は行わない。また、主走査方向と副走査方向に線幅補正処理を実行すること
もできる。
【００７０】
　その他、本実施形態では、処理点の注目画素及び隣接画素の鮮鋭性回復量を参照すれば
足りることから、処理対象とするエッジ部や、補正量を決定するための線幅の抽出処理等
、処理負荷の大きい計算を行う必要がない。
【００７１】
　以上、説明したように、本実施形態によれば、鮮鋭性回復フィルタにより生成した鮮鋭
性回復量に基づいて、線幅の補正方向及び線幅補正量を決定している。これにより、従来
の線幅を抽出する方法に比べ、簡易な構成で、複雑な形状の文字・線画等を含む入力画像
に対しても、好適に鮮鋭性を向上させることができる。
【００７２】
［第２実施形態］
　上述の実施形態では、鮮鋭性回復量として、鮮鋭性回復フィルタを用いて生成した値を
そのまま用いる例について説明したが、鮮鋭性回復量を入力画像に加算し、入力画像の上
限値を超えた分の鮮鋭性回復量を用いてもよい。即ち、入力画像の上限値までは通常のフ
ィルタ処理により鮮鋭性回復処理を実行し、上限値を超えた分に関して、線幅補正処理に
より鮮鋭性を向上させるようにしてもよい。また、処理点の鮮鋭性回復量の平均値を補正
量として算出したが、補正量の算出方法は、これに限定されない。例えば、鮮鋭性回復量
の絶対値を補正量としてもよいし、ルックアップテーブルや関数等を用いて補正量を求め
てもよい。
【００７３】
　さらに、上述の実施形態では、鮮鋭性回復フィルタの係数を、記録媒体上に形成された
画像の空間周波数応答の劣化から取得する例を説明したが、画像形成工程の劣化特性から
予測した鮮鋭性回復フィルタの係数を用いてもよい。したがって、例えば、光ビームの照
射工程における光ビーム径や、静電潜像の形成工程における画像の鈍りの設計値から、記
録媒体上に形成された画像の空間周波数応答の劣化を予測することもできる。また、本実
施形態では、ハーフトーン画像に対して補正量を加算する例を説明したが、ハーフトーン
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処理前の画像に対して補正量を加算する構成とすることもできる。
【００７４】
［第３実施形態］
　上述の実施形態１では、鮮鋭性回復量として、鮮鋭性回復フィルタを用いて生成した値
をそのまま用いる例について説明した。しかしながら、エッジ部における鮮鋭性回復量の
正負の絶対値が同じ場合においても、線幅を補正した方が良い場合がある。例えば、プリ
ンタエンジンや画像設計によっては、デジタル画像上で同じ線幅であっても、黒線（色材
を載せた線）は太く、白抜きの線は細くプリントされる場合がある。そのため、白抜きの
線の再現を優先し、黒線のエッジ部の濃度をより薄くした方が好適である。
【００７５】
　そこで、第３実施形態では、白抜きの線の再現を優先するように、鮮鋭性回復量を加工
して用いる構成について説明する。なお、本実施形態のうち、作用や機能が上述の第１実
施形態と共通する要素については、同じ符号を付すことにより、各々の詳細な説明を適宜
、省略する。
【００７６】
　図１１は、本発明の第３の実施形態に係る画像処理装置の構成を示したブロック図であ
る。鮮鋭性回復量加工部１１０８は、入力された鮮鋭性回復量データを加工する。鮮鋭性
回復量加工部１１０８は、鮮鋭性回復量データの加工に際して、鮮鋭性回復量加工ＬＵＴ
格納部１１０９に格納された１次元のルックアップテーブル（ＬＵＴ）を参照する。そし
て、この鮮鋭性回復量加工ルックアップテーブルにおいて、入力された鮮鋭性回復量デー
タに対して負の鮮鋭性回復量が正の鮮鋭性回復量よりも優位になるように、鮮鋭性回復量
の加工値が予め設定されている。
【００７７】
　図１２は、鮮鋭性回復量加工ルックアップテーブルの一例である。本実施形態における
鮮鋭性回復量加工ルックアップテーブルでは、－７～７の画素値からなる鮮鋭性回復量デ
ータの入力に対して、－７～７の出力を行う。そして、この際、入力データの鮮鋭性回復
量の正負の絶対値が同じ場合、負の鮮鋭性回復量の絶対値が正の鮮鋭性回復量の絶対値よ
りも大きくなるように設定されている。即ち、入力された鮮鋭性回復量データに対して、
負の鮮鋭性回復量が正の鮮鋭性回復量よりも優位になるように設定されている。
【００７８】
　以上、説明したように第３の実施形態によれば、白抜きの線の再現を優先するように、
鮮鋭性回復量を加工している。これにより、デジタル画像と比較して黒線は太く、白抜き
の線は細くプリントされる場合であっても、従来の線幅を抽出する方法に比べ簡易な構成
で、複雑な形状の文字・線画等を含む入力画像に対しても好適に鮮鋭性を向上させること
ができる。
【００７９】
　なお、本実施形態では、予め鮮鋭性回復量加工ルックアップテーブルを保持する例を説
明したが、加工値の算出方法は必ずしもこれに限定されない。したがって、例えば、負の
回復量が正の回復量よりも優位になるように補正を行う関数等を用いて、補正量を求めて
もよい。
【００８０】
［その他の実施形態］
　本発明は、上述の実施例の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は記
憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにおけ
る１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００８１】
　　１　画像処理装置
１０２　鮮鋭性回復量生成部
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１０６　線幅補正部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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